
美術教育専修 工芸分野 織染研究室のご紹介  教員：仲間 伸恵 

教員についての基本情報 

教員名 仲間伸恵（NAKAMA Nobue） 

担当教科と分野 美術 工芸（織染） 

研究分野 染織物、ファイバーアート 

担当授業 沖縄の染めと織り(共通教育科目)、小専美術、工芸科教育法 A、

工芸科教育法 B、工芸基礎、織染 A、織染 B、織染 C、織染 D、 

卒研基礎、卒業研究 

授業についての一言 素材に触れて、手指を使って、体感することを大切に！ 

研究室ホームページ  

 

研究の内容 

琉球沖縄の伝統的な染織物の素材や技術、特に自然素材と手仕事によって生み出される染織物に学びなが

ら、現代の私たちの暮らしの中で生きる工芸の役割について考察し、授業の中で実際に制作していきます。   

私自身の研究としては地域の自然素材と手仕事に関わる体験学習の開発や、繊維素材を用いたアート表現

に取り組んでいます。 

 

これまでに研究室で取り組まれた卒業研究の内容 

これまでに担当した卒業研究の研究題目を紹介します。学生の多様な発想から、実にバラエティに富んだ卒

業研究が行われています。 

○ペットボトルなんて嫌い 

○ヤコウ、サクラ、漉き重ねて 

○私を語る服 

○気持ちを届ける衣服 

○美しいものを描きあつめる 

○藍を用いた色彩表現 

○染める、染まる、染まったもの 

○ざわめく感覚 

○素材の特性を生かす表岩 

○植物の変容 

 

研究のキーワード 

植物繊維、苧麻、宮古上布、ファイバーアート、 

 

研究室の様子 

 学生たちが自身の自由な発想を最大限に活かして研究・制作を進めていけるように、学生の主体性を大事

にしながら支援していきます。 

 

 写真 


